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特性化震源モデルと動的震源パラメータ(3)

Dynamic source parameters in the characterized source model (3)
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これまで，我々は主に周期１秒より長周期側の強震記録を使った運動学的震源インバージョンから求められた

食い違い量の時空間分布から断層面上の応力変化を推定し，そこから得られる動力学的パラメターと特性化震源モ

デルの関係を調べている．これは特性化震源モデルの短周期領域のモデルパラメター拘束を目的としたものである．

これまで，2000 年鳥取県西部地震（岩田・関口，2002），1999 年台湾・集集地震（関口・他, 2001）の運動学的イ

ンバージョン結果から，Bouchon (1997)の方法に従い，断層面上の応力の時空間分布を推定した(Zhang et al., 2001,

2002)．これに用いた運動学的震源モデルは，破壊伝播の効果を合積によって評価し，直接断層面のすべり速度関

数を推定する方法（Sekiguchi et al., 2002）によって得られたものを使っている．

　得られた応力変化の時空間分布から，すべり量に基づく特性化(Somerville et al., 1999)に従って区別され

たアスペリティ領域・非アスペリティ領域での（動的及び静的）応力降下量，実効応力などの動的パラメター値の

平均値と標準偏差を求めた．ばらつきは大きいものの，アスペリティ領域では 10－20Mpa，非アスペリティ領域は

1－7Mpa と推定された．また（動的及び静的）応力降下量と実効効力は近い値をとっており，初期応力レベルに比

べて破壊強度レベルはそれほど高くないことがわかる．

　一方，アスペリティ領域での実効応力値は震源域の短周期強震動をターゲットとして，フォワードモデリン

グにおいて用いられている値にほぼ等しい．ここで得られたアスペリティ・非アスペリティ領域での応力降下量値

は，震源インバージョン結果から直接導きだせるパラメターとして期待され，これらの応力降下量の統計的特性に

ついて調べる必要がある．

　本研究は文部科学省平成 14年度科学技術振興調整費による「地震災害軽減のための強震動予測マスターモデ

ルに関する研究」によってなされている．


